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標 本 箱 名 第 と 標 本 台

後 藤 光 男

私は本誌 号( 昭和49 年5 月31 日) で 'カルト ンボックスと標本箱名 ”の表題で一文を草し、

標本台帖についても言及したo その報文の末尾に名 と台帖を図示すればよかったのであるが、 カル

トンボックスに比重をかけたので、あえて掲載しなかったo今手許にある先輩学兄 ( すでに故人の方

のものも含む) の名美・ 蔵書票を紹介したいo
自然破壊によって昆虫の住処も狭ばめられた現在、どこどこで何が採れるという情報が流れれば、

虫の数より網の方が多いという現状に比べて、 当時の採集技術は未熟であったが市街地やそれに接す

る地域でも昆虫は豊富であったので、あまり無理をすることもなく採集ができたo その標本を整理す
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る過程に;i;いて図示したよ うな名美に対しても智恵を

絞るという優雅な一面も皆持合せていたものであるo
下図は矢野由雄氏のシールをアレンジした名第であ

り、 2 頁が私のものも含めた名第、  3 頁が蔵書票とシ

ール、 4 ・ 5 頁は標本台帖の表基で基面だけ両面印刷

して追加補 助用と して使用していたo
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輸- 翅 目 標 本 目 録 標本箱番号 :

科 名 :
基本標本番号

学 名

和 名 、

. i

原記載文献名

一':
'

1

採 集地名

採集場所 採 集 者

採集年月・ 日 同- 定 者

分 布 : .

、
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採集記最 :

集 集 地 名 探集年月日 個体数 摘 要
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標本箱用のユニッ トボックスの寸法について (1 )

後 藤 光 男

標本箱の中を小箱でさらに細かく間仕切って群や種ごとに整理する方法は、いつの頃に誰が考え出

したのか知らないが、用具のカタログに掲載されたのは志資昆虫普及社のNo24(l971 , P 24) で新製

品と して 467 ユーッ トボックス、白ツヤ紙美装ポリフ ・ ーム数として紹介されたのが初めのようで

あるo大・ 中・小・特小の4種類となっていて、その寸法は明示されていないo カタログにその寸法
( an ) が明示されたのはNo. 29 ( l976)からで、大 ( 9. 2x l4. 0 )、中( 9.2X 9. 2 )、小 ( 4・5X9・2
特小 (4. ')x4. 5 ) となっているo紹介された直後に上京したので志資昆虫普及社に立寄って見せても
らったが、その当時はあまり興味がなかったoその後、芝田太一氏宅で;i;名前は忘れたがインロー型
標本箱小形にューットボックスを使った標本を見たことがあるが、 どうしても空間ができるのでポ11
フ :t - ムの切れ端でボックスを固定しなければならない難点があるとの話しだったo

大阪市立自然史博物館でュニツトボ クスを使って整理された標本箱を見てから少しく興味を覚え

て作って見たo 館の標本箱は別註で上下左右に防虫剤を入れる空間があるが、標本箱の内寸法に

空間を作らないで収容できる寸法のュニ、, トボックスを作ることも可能であるo既製の標本箱では防
虫剤の収容空間も必要であるので、 この寸法も考慮してインローガラス蓋式標本箱中形用に5 種類を

作って見たo
用紙は製図・ イラストレーション・ 版下・ モデリング等に好適な純白の両面KMK ケント紙貼りの中

厚イラストレーションボードを見つけて、  これを使ったoサイズはBI ・B2 'B3 'B4 の4種類があっ
て、1.25mの厚さになってお り、ユニットボックスでは貼合せる必要がない厚さであるo 4種類の中
B I とB 4が経済的で切断片も少なかったo作り方は本誌第27号( 1969、 8 -12 頁 ) に詳しく 書

いた 「紙製標本箱の作り方」 と同一で、底板に4 片を積み上げて貼合せる方法をとり、補強をかねて

外側に純白ツヤ紙を貼って底はポ、1 フ i・ - ム敷としたo最初に作ったのは防虫剤入れの空間をとらな

いで内面一杯に詰合せるュ=-ツトボックスであったが、モデルとした標本箱では難なく 収容できるの

に、使かに空間ができる箱や左右上下のいずれかが収容できない箱があることが判ったo これは標本
箱を購入する時、同じロットであれば外寸法・ 内寸法 ともあまり違いはないのだが、 ロッ トが違えば

す法に違いができ0.5~2.01mli程度の差があることが判ったo この収容不可能の欠点をなくすことと防

虫剤入.れの空間をとることで上下と左右に各々 2.5~5.5 runの空間をもたせる寸法で作り直してみたo
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次表が自紙に標本箱の実寸を線引して割り出 した寸法表であるo この表で見るとき4 種の標本箱の

外寸法については関連がないように思ったo

志資昆虫普及社製 インローガラス蓋式標本箱 ( 単位cm )

特 大 形 大 形 中 形 小 形

外寸法 39.7X 30.0X 6.2 35.8X 2 6.7X 6.2 30.8X 20.8X 6.0 2 1.4 X1 5.3 X6.0
内 寸法 37.5 X 27.6 X 4.l 33.6 X 24.5 X4.3 28.9 X ! 9.1 X 3.5 19.0X l 3.0 X 3.9
有 ;;tb 寸 36.0 X 26.0X 4.1 33.0 X2 4.0 X4.3 28.0 X l 8.0 X 3.5 l 8.ex t 2.0 X 3.9
緩2割 1 8.0X 26.0 l 6.5  X24.0 l 4.0X l 8.0 9.ex t 2.0
4つ割 18.0X13.0 1 6.5 X1 2.0 l 4.OX 9.0 9.OX 6.0

CO 8つ割 9.e x t 3.0 8.2 5 X12.0 7.OX 9.0 4.5 X 6.0
0 1 6割 9.OX 6.5 8.25)lく 6.0 7.OX 4.5 4.5 X 3.0

32割 4.'; X 6.5 4.l 2 5X 6.0 3.5X 4.5 2.l 25 X 3.0

志資昆虫普及杜 カタ ログ

4 67 ユーッ トボックス 大 9. 2 X 1 4. 0 中 9. 2 X 9. 2

小 4. 5 X 9. 2 特小 4. 5 X 4. 5

私が中形をモデルにしたのは、所持している標本箱の過半数以上が中形であるためで、他に特大形

小形とドイツ型標本箱の中形を持っているo中形の空間を左右9 mm, 上下1 l runにしたのは割切り易
い数字を考えたからに外ならないo中形4 つ割(EOの寸法が志資製のューットボックスの大に非常に近
いが、 2mを計る手間を省いたため9.0cm の設定となったo案外志資昆虫普及社でも寸法の割出しは
ガラス蓋式の中形と甲虫専用の小形あたりに基準を定めたのではないだろうかo志資製の高さは何セ
ンチか知らないが、博物館では3.5 cmとしてお り、私は4.0 cmとして見たo針の頭は3.5 cmではボッ
クスの上部より出て:i; り、 4.canでは上部とスレスレであるo 4.0cm ではドイツ型標本箱の場合、コ

ルク敷では不便はないが、ポ、1 フォーム敷では底数の厚さが6mnあるので蓋が締まらず高さは3.0 ~
3.5 cmとすべきかも知れないo

ドイツ型標本箱の中形に私製ユーッ l,' '1' ックス中形用を詰合せた結果はっぎのとぉ りとなった力:,、
どの標本箱にでも共通して使える寸法 を割Ill すのは仲々 firす: かしいように思えたo

横 緩 収容箱数上下空間左右空間 左右空間詰合せ

( ボ ) l 8 X 7 8箱 2 3.5 3.5 X 4.5 6箱
( ポ ) 9 X 7 1 6″ 2 3.5 3.5 X 4.5 6箱
( コ ) 9 X 7 l 6″ 2. l 3.4 狭間のため不可

( ポ ) 7 X 9 15″ 3 4.5 4.5 X 3.5 8箱
( コ ) 7 X 9 l 5″ 3. 1 4.4 3.5 X 4.5 6箱

,単位 = m ポ=ポ、1 フォーム敷 コ:= コルク数
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標本箱の外寸法が同一 であっても細工によ って内寸法が違うので、 かな りの空間 ロスが生じる場合

があることを知つたo

市販のュニツトボックスを使用するのなら別であるが、自分で作ったり用具店で作らせたりする場

合には経または横の台紙貼標本の寸法も考慮する必要があるo台紙貼標本の寸法と頭数から割出した
最小のボックス、f法の倍数で寸法設定をするのが一番無難と思われるo

ユニットボックスを使用しない整理標本を 5 種類のュニツトボックスを使って詰合せた場合に、 そ

の収容力の減じるのは当然であるo それがどれ位の標本箱を追加する必要・が生じるのかは収容頭数に

もよるけれども、 まだ考えたことはないo

四つ手細は誰が初めて作ったのだろうか?

後 藤 光 男

ある会合で 「大阪では誰が初めて叩網 ( 四つ手網 ) を使ったのですか 」 との質問を受けたことがあ

るo私もこのことについて一度確かめたいと思ったが、戦前から昆虫を採集していた私は最初から四
っ手網を使つていたので、随分昔から使われていたようであるo武道具店で竹刀の半端物を買ってき
て作ったが、大倉正文氏は専用のコウモリ傘であったo これは今ではまったく見ることはできないが、

あれば文化財的の価値があると思われるo用具店では四つ手網は売られていないで、 すべてコウモ Il

傘式であったo外観は今のコウモ lJ傘と同じであるが、違うところは骨部と握手の中間がフレキシブ
ルで自由に折り曲げることができるようになっていたo布は自地で大きさは子供用のコウモ IJ傘位だ
ったと記憶しているo四つ手細は扁平なので、かなりの繁みでも自由に差入 れることができるが、 コ

ウモ ll 拿は丸味があるので、 どこにでも使用するわけにはいかない欠点があったo
先般所用があって帝塚山の失野由雄氏を ねた時、雑談となってから例の叩網のことを聞いて見たo
矢野氏の話しでは 「いつ誰によって考案されたものか知らないが、大阪で初めて使った.のは私と福貴
正三氏です」 との答えで、更に 「当時叩網といえば、すべてコウモ!J傘式で、捕虫網を代用している
人もいましたo当時大阪の同好者間では私のォサ・ ゴミの標本と戸沢信義氏の 歩行虫の智識 ' の影

響でォサムシ熱・ ゴミムシ熱が最盛期 で、叩網を使って甲虫類を採集する人はほんの数えるほどしか

いませんでした」 と言葉を続けられたo

用具のいろいろについて、そのルーツを探るのも興味があることと思っているo
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昭和56 年

* 現在Itでに学会へ操入れられた印税合計 2,0 74,952 円

特別会計収支計算書 ( 会報発行基金 )
1.  1 前 期 操 越 金
1. 20 4 5 万円貸付信託収益金 (55. 7.20 ~ '56. 1.19 )
3. 26 金銭信託収益金 (55. 9.26 ~ 56. 3.25)
5. 20 4 0万円貸付信託収益金 (55. lL20 ~ 56. 5.19 )
7. 20 4 5 万円貸付信託収益金 ( 56. 1.20~ 56. 7.19 )
9. 26 金 銭信託収益金 (56. 3.26~ 56. 9.25 )

1 1. 20 4 0万円貸付信託収益金 ( 56. 5.20~ 56.11.19 )
1 2. 31 次  期 操 越 金

1,048,l 94 円
l 2,607

6,744
l l, 206
l 1, 583
'),437
9,906

1,105.677

新 入 会

住 所 変 更

- g -

昭和5 6 年度収支計算書 ( 昭和56 年 l 月1 日から l2月31 日まで )

収 入 の 部 支 出 の 部

会 費
パ ックナンバー代
別 刷 代

寄 付 金
図 ・ 印 税*
確 収 入
仮 受 金
預 り 金

前 期 繰 越 金

1,358,850円
189,900

74,950
4,0 0 0

92,'506
98,226
90.000

50 0
1,017,988

印 刷 費
通 信 費

消 耗 品 費
大 会 費
幹 事 会 費
雑 費
仮 受 金 引 当 金
・預 り  金 引 当 金
次 期 繰 越 金

1, 876,0 0 0円
276,710

37,0 0 0
41,600
16,245

9,040
90,0 0 0

50 0
579,825

計 2,926,920 計 2,9 26,920



57.6・30

価値ある標本をより高く

シーズンオフに具えて標本,J_) 整理には、 当学会によ って永年の経験

を生かして作られた、使い易いラベルのご利用をおすすめしますo
見本は本誌 4 4 号の1 2 貢に掲載していますo紙資は90~ l i e
Kの上質自紙ですo

ラベル印刷 4. '; ポ活字セットも新たに2組揃えましたo

用具等のご照会は後藤 t で、 お・問合せ下さいo

- あ と が き -

国内の各学会誌の発行がやや鈍化の傾向にあるよ うですが、 前号で述ぺま した発行の正常化に向っ

て鋭意努力をしていますoいくら編輯陣が力んで見ても肝心の原稿が寄せられなければ正常化のレー

ルを走ることはできませんo短報を含めて多数の方々 の投稿を:;l;待ちしていますo
今年は四季の移りかわりは今のところ順調のようですが、このまま秋・ 冬へと向つてく れないかと

希っていますo いろいろ計画は人並にしているのですが、以前の職場と違って対入関係 に終始する毎

日ですので、計画の消化がどれだけできるかは、結果を待たないと判りませんo今年中に3 7 巻を完

了させたいと思っていますo ( 国民登録 番号51030 )
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